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町税
40億9,410万円
（51.4％）

分担金及び負担金
3億673万円
（3.8％）

　平成18年4月1日からスタートする平成18年度当初予算の概要をお知らせします。

　観光立町湯河原の再生に向け、「元気です、湯河原」をキャッチフレーズに、観光を軸とした地域経済や中心市

街地の活性化に取り組み、民間との協働による（仮称）スローフード大学院設置を推進し、活力あるまちづくりを

目指す予算としました。また、人々の生命・財産を守るため、新幹線跨線橋の耐震補強・落橋防止工事や消防庁舎

の耐震補強工事の施工及び高機能消防指令センターの整備のほか、小学校の耐震化を順次行っていくなど、災害・

防災対策を町民の皆さんとともに進めていきます。

町民の皆さん一人あたりの予算額は280,874円

その他　6億6,050万円（8.3％）
　地方消費税交付金� 2億3,500万円
　地方譲与税� 2億3,100万円
　自動車取得税交付金� 9,000万円
　地方特例交付金� 5,800万円
　利子割交付金� 1,600万円
　ゴルフ場利用税交付金� 1,200万円
　配当割交付金� 700万円
　交通安全対策特別交付金� 650万円
　株式等譲渡所得割交付金� 500万円

その他　3億3,881万円（4.3％）
　農林水産業費� 1億7,125万円
　議会費� 1億4,153万円
　災害復旧費� 20万円
　予備費� 2,583万円

その他　3億7,566万円（4.7％）
　繰越金� 2億1,000万円
　諸収入� 8,591万円
　繰入金� 5,591万円
　財産収入� 2,140万円
　寄附金� 244万円

観光商工費
4億129万円
　（5.0％）

消防費
7億8,676万円
（9.9％）

衛生費
8億5,272万円
（10.7％）

公債費
9億2,122万円
（11.6％）

教育費
9億4,377万円
（11.8％）

総務費
9億9,116万円
（12.4％）

土木費
10億2,110万円
　（12.8％）

民生費
17億1,017万円　　
　（21.5％）

町税
40億9,410万円
（51.4％）

分担金及び負担金
3億673万円
（3.8％）

自主財源
50億5,179万円
（63.4％）

使用料及び手数料
2億7,530万円
（3.5％）

国庫支出金
3億3,613万円
（4.2％）

県支出金
3億7,458万円
（4.7％）

依存財源
29億1,521万円
（36.6％）

町債
7億4,400万円
（9.3％）

地方交付税
8億円
（10.1％）

☆
☆☆

予算とは、今後1年間の収入と
支出の見積もりのことで、私
たちの税金の使い道を示して
います。一般会計の今年度
主要事業は、左ページの
とおりです。

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業

吉 浜 財 産 区

下 水 道 事 業

老 人 保 健 医 療

介 護 保 険 事 業

介護サービスセンター事業

公共用地先行取得事業

水 道 事 業

温 泉 事 業

合　　　　計

会　計　名
平成18年度

（Ａ）

平成17年度

（Ｂ）
増　減　額

（C）＝（A）－（Ｂ）
伸　率

(C)／(B)×100％

比　　較

特

別

会

計

企
業
会
計

� 79億6,700万円� 78億2,800万円� 1億3,900万円� 1.8

� 32億2,800万円� 30億9,800万円� 1億3,000万円� 4.2

� 1,500万円� 1,800万円� △300万円� △16.7

� 17億9,300万円� 14億6,800万円� 3億2,500万円� 22.1

� 24億5,500万円� 24億5,300万円� 　200万円� 0.1

� 16億6,380万円� 15億   700万円� 1億5,680万円� 10.4

� 1,460万円� 2,200万円� △740万円� △33.6

� 280万円� 0万円� 280万円� 皆増

� 7億7,300万円� 8億　600万円� △3,300万円� △4.1

� 3億6,700万円� 3億7,600万円� △900万円� △2.4

�182億7,920万円�175億7,600万円� 7億   320万円� 4.0

町には一般会計という家計簿の他に、特別会計と企業会計という家計簿があります。
企業会計は、収益的支出と資本的支出の合算額を予算規模として表示しています。

（　）内の数字は

構成割合です


